
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
核
と
し
た
街
づ
く
り
へ

　
風
況
が
よ
く
、
港
が
あ
る
本
市
は
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
風
力
発
電
を

中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
て

い
る
洋
上
風
力
発
電
分
野
に
お
い
て
は
、
秋

田
洋
上
風
力
発
電
株
式
会
社
が
能
代
港
の
港

湾
区
域
内
で
洋
上
風
力
発
電
の
国
内
初
の
大

規
模
商
用
運
転
を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
一

般
海
域
で
は
、
促
進
区
域
に
本
市
沖
を
含
む

２
区
域
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
事

業
者
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
よ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
地
域
の
産
業
振
興
や
雇
用
創

出
、
交
流
人
口
増
加
、
関
係
人
口
創
出
な
ど

の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

引
き
続
き
日
本
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

能
代
港
の
未
来
に
向
け
て

　
能
代
港
は
、
こ
れ
ま
で
背
後
圏
で
あ
る
能

代
・
山
本
地
域
の
物
流
拠
点
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
大
規
模
な
火
力

発
電
所
が
立
地
す
る
な
ど
、
県
北
部
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。

　
近
年
は
、
国
か
ら
洋
上
風
力
発
電
関
係
の

基
地
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
秋
田
県
沖
で
展
開

す
る
洋
上
風
力
発
電
設
備
の
整
備
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
う
ほ
か
、
日
沿
道
の
整
備

の
進
展
に
よ
り
、
貨
物
の
集
荷･

集
積
な
ど

の
物
流
機
能
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
能
代
港
を
と
り
ま
く
状
況
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
、
国
で
は
大
森

地
区
に
お
い
て
洋
上
風
力
発
電
設
備
の
整
備

に
対
応
す
る
マ
イ
ナ
ス
10
ｍ
岸
壁
の
整
備
を

実
施
し
、
県
で
は
新
た
に
10
・
４
ha
の
ふ
頭

用
地
の
造
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
能
代
港
が
未
来
に
向
か
っ
て
よ

り
一
層
飛
躍
し
て
い
け
る
よ
う
、
行
政
、
関

係
団
体
、
港
湾
利
用
者
の
皆
様
と
協
力
し
利

用
促
進
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

備前 亨さん

秋田県港湾空港課
課長

浜野 隆司

エネルギー産業政策課
課長

こ
れ
か
ら
の
50
年
へ

新
し
い
能
代
港
を
目
指
し
て

　近年、洋上風力発電事業の加速化により能代港を取
り巻く環境は大きく変化しています。国では地耐力強
化に関する事業、県では大森ふ頭用地造成事業が間も
なく完了予定です。日本全体の電力の安定供給、カー
ボンニュートラルポート形成による地域脱炭素社会の
実現にも資するものと考えています。

沿岸（一般海域）洋上風力の建設

洋上風車の部材の荷さばきや一時保
管、組み立てなどを行うヤードを整
備しています。

用地造成
（部材を保管できる

スペースを確保）
ふ頭用地
19.8ha

地耐力強化
（重量物を置けるよ

うに地盤を強化）
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火力発電所の煙突ライトアップ能代港開港50周年記念式典

　開港50周年を祝し、能代火
力発電所の高さ180mの煙突
をカラーライトアップします。

日　時　７月１日㈪～
　　　　午後７時～10時
　　　　（１カ月程度の予定）

　能代港の発展に尽力した方々を招待し式典・
祝賀会を開催します。

日　時　７月５日㈮午後２時30分～
会　場　プラザ都
内　容　感謝状贈呈式、講演会など
問合せ　エネルギー産業政策課 ℡89-2187

海面処分
用地

工業用地
（海面処
分・活用
用地）

工業用地

洋上風力発電エリア

洋上風力発電エリア

ふ頭用地

はまなす
展望台

40,000トン
岸壁

15,000トン
岸壁

能代火力発電所

◀今後、予定される
一般海域での洋上
風力発電の区域

観光・交流人口拡大に向けて
・クルーズ船の誘致活動
・県北地域の観光連携、メニューづくり

エナジアムパーク

50周年記
念事業

50周年記
念事業

能代港の将来展開イメージ

港湾背後地域での取り組み
・風力発電関連企業の新規立地
・風力発電を産業観光として活用
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